



　文政 12 年（1829）5 月に江戸将監橋の准法眼が記した江戸の出火記録である『防火用心土』と
いう書物がある。筆者はこの翻刻を平成 17 年 3 月に本学短期大学部紀要第 42 号に掲載し、本書
における都市防災の捉え方について考察した⑴。
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 15 号　（2013 年 3 月 15 日）
江戸時代の都市防災に関する考察（1）
























　文政 12（1829）年 3 月 21 日、巳の刻過ぎに神田佐久間町二丁目より出火し、日本橋、京橋、







































3 － 1－ 2　江戸時代の火事












3 － 2－ 1　防災都市計画





















　万治 2年（1659）1 月幕府は本丸御殿の復旧工事に着手し、同 8月竣工する。翌万治 3年（1660）
2 月には江戸城総構えの土手に松が植えられ、4月に江戸城二の丸が竣工する。寛文元年（1661）
5 月、本所近辺の御家人屋敷の修築が本所奉行に命じられ、また牛込土橋から筋違橋までの神田










　元禄 8年（1695）の火災、11 年（1698）の中堂（勅額）火事を経て、同年 9月、所々の広小路に
は、左に道をつけ矢来を設けて中に松を植え立ち入り禁止とするよう命じられる。数寄屋橋外堀




　正徳 2年（1712）1 月、日本橋と江戸橋の間に広小路が設けられる。翌正徳 3年（1713）12 月、
火災が続くため、前年以来二度焼けの町が調査される。享保 2年（1717）2 月、幕府は神田橋外
の護持院の地所を収公して護国寺と合わせ、跡地は護持院ケ原と称される火除け地となる。
3 － 2－ 2　建築規制










3 － 3－ 1武家に対する諸制度取締り
　武家に対する諸制度及び取り締まりには次のようなものがある。慶長 14 年（1609）1 月に火災
時に武士がその場に赴くことが禁じられ、元和 2年（1616）9 月には武士の火事場への出向の禁
止が触れ出される。寛永 9年（1632）5 月には大番、書院番、花畑番（小姓組）など、諸隊の番士
に火事の際の処置方法が触れ出される、寛永 16 年（1639）3 月には城内で火災の際に、先の番士
らが指揮を受けずに入城することが禁じられ、各寄場に集合し指揮を待つよう定められる。同年
8月に江戸城火災により本丸が焼け、その後寛永 20 年（1643）9 月に大名 16 家による大名火消
制度が確立される。
　また正保 2年（1645）の日本橋の火災を経て同 3年（1646）3 月には、出火の際は町方、武家屋
敷を問わず、近くの者が消火すること、風が強く江戸城に火が及びそうな時は火消は江戸城に入







次いで 2月にも大名にも建築を簡素にするよう命じられた。万治元年（1658）9 月には寄合 4名




　翌万治 2年（1659）3 月、辻番は昼 2人、夜 4人詰めること、夜は 1刻に 1度ずつ巡回するこ
とが定められ、辻番制度が強化された。8月には定火消 2組が増設され、北の丸鼠穴、駿河台に
仮屋敷が置かれた。9月には江戸城大奥、台所など各所に火の用心、倹約令が出された。11 月に





1 月、出火に際し町奉行が現場に赴くよう定められる。元禄 8年（1659）3 月、定火消役を 5組
増設し、計 15 組となる。元禄 11 年（1698）9 月、30 人の火事場目付が新設される。翌元禄 12 年
（1699）2月、定火消の火災報知手段として太鼓を打つことが定められる。元禄15年（1702）4月に、





3 － 3－ 2　庶民に対する取締りや触書







































　火災と世相、火消し風俗には次のような事項が挙げられる。明暦 3年（1657）1 月 18 日の明暦






大工、屋根葺き、石切、左官、畳刺しは 1日銀 3匁、木挽きは 1日銀 2匁とされた。同月末には













衛娘お七が火刑となる。元禄 8年（1695）9 月、放火などの犯罪が多発する。元禄 12 年（1699）4
月、火事羽織の皮飾りが禁じられる。元禄 15 年（1702）2 月、町火消しと大名火消しの競り合い、
火事羽織の華美が禁じられる。
　正徳元年（1711）旧臘、1月に 2回、年末と火災が続き、二度焼けの 10 町に対して米 1万俵が
貸し出され、前年と二度焼けの 36 町に米 5万俵が貸し出される。
3 － 5　供養と回向
　明暦 3年（1657）1 月の明暦の大火後、2月には大火の焼死者 10 万 8 千人余り（回向院の過去帳
には 2万 2 人）の遺体を本所牛島新田に埋葬し、後に小石川智光寺の信誉上人が住み、寺院を建





























































































































西暦 元号 火　　事 防災対策など
1601 慶長 6 閏 11 月 2 日、日本橋駿河町より出火、江戸全域が
延焼。
以後草葺き屋根をやめ、板葺きとする。
1609 慶長 14 1 月 2 日、火災時に武士がその場に赴くことが禁じ
られる。
7月 14 日、喫煙が禁止される。
1616 元和 2 9 月 29 日、武士の火事場への出向の禁止が触れ出
される。
1632 寛永 9 5 月 7 日、大番、書院番、花畑番（小姓組）など、
諸隊の番士に火事の際の処置方法が触れ出される。













1643 寛永 20 9 月 27 日、6 万石以下の大名 16 家を、江戸の火消
役に任命する（大名火消）。1万石につき人足 30 人
と定め、16 家を 4 組に編成し、1組が 10 日ずつ防
火にあたることとする。
1645 正保 2 12月15日、日本橋富沢町から出火、吉原が全焼する。













1649 慶安 2 5 月 10 日、書院番 30 人、花畑番（小姓組）30 人ず
つ毎夜交代して城下の火事を見回り、又辻番人が熟
睡しないよう見張ることが命じられる。
1651 慶安 4 7 月、無頼の徒の改め、争闘の禁止、火の用心が触
れ出される。
1652 承応元 9 月 13 日、芝増上寺に放火し、金品を奪い、老中
の暗殺を謀った浪人別木庄左右衛門の一党が捕らえ
られ、21 日死罪となる（承応事件）。
4 月 10 日、火事現場において、古釘、古鉄（ふる
かね）を買い取ることなどが禁じられる。
10 月 28 日、湯島天神下茶屋で、浪人、風呂屋、火
の番、僧侶などの博奕打ちが多数捕らえられ、翌月
7、8日に処罰される。
1653 承応 2 2 月 4 日、町中各家に消火用水桶、梯子を備えるべ
きことが触れ出される。
1654 承応 3 4 月、玉川上水が虎ノ門まで到達し、6月に完成。
同時に野火止分水もできる。
1655 明暦元 3 月 20 日、市中に防火用の井戸を掘るよう触れ出
される。


















2月 10 日、幕府は火事被災町人に、救済金 15 万両
を下賜。







































































11 月 2 日、定火消の持ち場が定められる。
1660 万治 3 1 月 14 日、湯島天神大門から出火、人家 2350 軒を
焼く。中村座、市村座も焼失する。














1661 寛文元 1 月 20 日、神田鷹匠町から出火、京橋木挽町の森
田座など














































1676 延宝 4 12 月 7 日、吉原より失火し、寺町、花川戸、山の
宿を延焼し、本所中之郷あたりまで及ぶ（新吉原最
初の大火）。
1678 延宝 6 1月12日、失火の処分について、本人は斬罪、名主、
五人組は入牢とすることが定められる。
1679 延宝 7 5 月 29 日、堺町大坂七太夫座より出火し、数町を
類焼する。日本橋堺町の中村座、葺屋町の市村座も
焼失する。
1681 天和元 11 月 12 日、出火の際、長持、車長持の両国の仮橋
の通行を禁止する町触れが出される。


















1684 貞享元 10 月、火の用心のため、この月より 3月まで、強
風時の外出を禁止し、外出中風が吹き出した時は、
すぐ帰宅することなどが触れ出される。
1685 貞享 2 1 月 20 日、出火に際しては町奉行がその地に赴く
よう定められる。
1686 貞享 3 11 月、うどん、そばなど、火を持ち歩いての商い
が禁じられ、店での煮売り、焼き売りについても火
の取り扱いを厳重にするよう触れ出される。
1689 元禄 2 1 月、防火上問題のある火を持ち歩く商売が禁じら
れる。












1693 元禄 6 10 月、警火のため、下馬所での喫煙が禁止される。
1695 元禄 8 2 月 8 日、昼未の刻に四谷塩町より出火、6万軒の
家屋を焼き、夜寅の刻芝海手で鎮火する。
9月、放火などの犯罪が多発する。
12 月 26 日、京橋数寄屋町から出火、山下門外から
木挽町橋にかけて類焼し、森田座も焼失する。
3月 18 日、定火消し役 5組を増設し、計 15 組とな
る。
1698 元禄 11 9 月 6 日、新橋南鍋町より出火、千住まで 326 町を
焼き、できたばかりの上野寛永寺根本中堂が焼失す
る（中堂火事、勅額火事）。
12 月 10 日、日本橋本石町から出火、八丁堀で鎮火
するが、中村座、市村座、日本橋が焼失する。








1699 元禄 12 3 月 19 日、日本橋小田原町一丁目と霊巖島本湊町
から出火し、八丁堀まで延焼。









4月 9日、1699 年 11 月 25 日以来停止されていた盗
賊改めが再度設置され、閏 8月 9日には博奕改めを
新設する。
11 月 25 日、火付改めを任命する。
1703 元禄 16 11 月 29 日、小石川の水戸徳川家藩邸より出火、本
郷、下谷から本所、深川まで延焼し、日本橋の中村
座、市村座も類焼する（水戸様火事）。





10 月 7 日、八王子千人同心が、江戸防火の任務を
命じられる。
定火消しが 6組に減らされる。
1705 宝永 2 6 月 3 日、市中での花火の打ち上げとその販売が禁
止され、以後もしばしば禁令が出される。
1706 宝永 3 1 月 14 日、神田から出火、日本橋堺町、大坂町あ
たりまで延焼し、中村座、市村座が焼失する。
11月 20日、日本橋和泉町から出火、住吉町、堺町、
葺屋町など幅 3町、長さ 15 町を焼き、中村座と市
村座が再び焼失する。
1月 18 日、本所回向院で、明暦大火犠牲者の 50 年
忌法要が営まれる。




1708 宝永 5 3 月 18 日、八王子千人同心が困窮のため、江戸防
火の任務を解任される。
1710 宝永 7 1 月 18 日、神田柳原真田邸から出火、日本橋堺町
の中村座、葺屋町の市村座も焼失する。




1711 正徳元 1月 4 日、未の下刻に芝土器町から出火、海岸まで
の幅 10 町、長さ 1里が延焼。
1 月 19 日、申の下刻、日本橋新和泉町より出火、
霊巌島に至る。
12 月 11 日、神田連雀町から出火、霊巌島まで達す
る大火となり、日本橋も半焼する。
二度焼けの 10 町に対して、米 1万俵が貸し出され
る。
前年と二度焼けの 36 町に米 5万俵が貸し出される。
1712 正徳 2 2 月 23 日、日本橋新材木町あたりより出火、50 ～
60 町を焼き、中村座も全焼する。
1月、日本橋と江戸橋の間に、広小路が設けられる。
1713 正徳 3 12 月 22 日、下谷屏風坂下より出火、250 町を焼く
大火となり、中村座、市村座も焼失する。
12 月 24 日、前年以来二度焼けの町が調査される。
1714 正徳 4 11 月 25 日、北本所より出火、幅 2 町、長さ 24 ～
25 間にわたり延焼する。























10 月 18 日、各町名主に対して、町奉行から町火消
設置の通達がある。
12 月 4 日、町火消の組合が設置される。













8月 7 日、町火消し組合が改正され、いろは 47 組
となり、纏幟（まといのぼり）の制度が設けられる。













1723 享保 8 8 月 14 日、火の見櫓の設置が義務づけられる。






1725 享保 10 麻布鳥居坂より出火、品川まで焼失する。
1727 享保 12 2 月 27 日、麹町及び桜田久保町周辺の家屋を、瓦
葺きの土蔵造りにするよう命じられる。
1730 享保 15 1 月 6 日、町火消し 47 組が、1 番組から 10 番組の
大組に分けられる。






1734 享保 19 12 月 1 日、本所町火消しに、猿江材木蔵火消し出
勤が命じられる。






1738 元文 3 3月、麹町や永田町の家屋に、瓦葺きが命じられる。




1745 延享 2 2 月 12 日、午の上刻に青山六道辻から出火、死者








1747 延享 4 2 月 9 日、両国橋、新大橋前を除く明地の床見世な
ど、防火に支障を来す物が取り払われるが、14 日、
寺社境内での見せ物興行に限り許可される。
1752 宝暦 2 1 月 29 日、火事場での野次馬行為が禁止される。
1755 宝暦 5 2 月 28 日、防火用の天水桶、水溜桶を各町で用意
するよう命じられ、6月に 2度町触れが出される。




1756 宝暦 6 1 月 15 日、日本橋新材木町河岸より出火、中村座
や市村座も焼失する。
11 月 23 日、麹町の林信充（大学頭）邸から出火、
大名小路や京橋木挽町などを焼き、翌日鎮火する
（大学火事）。









12 月 23 日、猿江材木蔵と深川御船蔵の防火に努め
るよう、本所深川火消し組合に命じられる。
1761 宝暦 11 9 月 17 日、日本橋堺町の薩摩座より出火、中村座、
市村座も類焼する。




10 月 8 日、定火消しのがさつなふるまいが禁止さ
れる。
11 月 8 日、町火消しのがさつなふるまいが禁止さ
れる。
閏 12 月 25 日、各町火消し組に防火用具として竜吐
水が支給される。









1768 明和 5 4 月 6 日、吉原江戸町二丁目より出火、遊郭が残ら
ず焼失する。



















1775 安永 4 2 月 20 日、町奉行付の組合を、町火消しの各組の
中から作り、遠方の火事にも駆けつけることが定め
られる。
4月 8日、1町片側 30、両側 60 の水溜桶の設置と、
水の常備が命じられる。
1778 安永 7 2 月 12 日、江戸大火。




1782 天明 2 11 月 20 日、浅草で火事が発生する。 11 月 20 日の火事では、消し口を奪い合い、秋田久
保田藩火消しと町火消しの喧嘩が起こる。





4 月 17 日、丑の下刻に吉原水道尻より出火、遊郭
を含む 5丁町が全焼する。




12 月 27 日、大名小路西尾家上屋敷から出火、海手
まで延焼し、森田座も類焼する。
1785 天明 5 5 月 18 日、変災時の避難通路として、京橋新両替
町に幅 2間、長さ 50 間の新道設置が許可される。
1786 天明 6
用心






11 月 23 日、町々に大きな費用負担がかかるため、
奉行所付町火消しが廃止される。




1788 天明 8 10 月 2 日、長谷川平蔵が火付盗賊改に任命される。
1789 寛政元 南日下窪町より出火、幅 2町、長さ 4町にわたり延
焼。麻布永坂も類焼する。
1792 寛政 3 12 月 9 日、防火のため、明地、河岸地に家屋を建
てることが禁じられる。
1793 寛政 4 7 月 21 日昼、麻布笄橋より出火、番町、糀町彦根
千畳鋪焼失。
1793 寛政 5 10 月 25 日、湯島から出火、日本橋まで延焼し、中
村座、市村座も類焼する。
1794 寛政 6 1 月 10 日、麹町から芝新銭座までを焼く大火発生
（桜田火事）。
4月 2日、亥の半刻に吉原で火災、遊郭が全焼する。
1795 寛政 7 12 月 18 日、町火消し各組合に釣瓶が、また場末各
組には竜吐水が支給される。
1797 寛政 9 11 月 22 日、朝四つ半時頃神田佐久間町から出火、隅
田川を越え、木場まで延焼し、3000人の死者が出る。
10 月 29 日、町火消し取り締まりで、人足頭取など
が定められる。






1803 享和 3 夏、隅田川花火船が誤って火を落として引火し、川
に避難した玉屋の息子が溺死する。





1806 文化 3 3 月 4 日、昼九つ時に高輪泉岳寺門前牛町（芝車町）
より出火、日本橋や京橋木挽町の森田座を焼き、浅




11 月 13 日、日本橋葺屋町河岸の鬘師友九郎宅より
出火、堺町、難波町、蛎殻町まで焼失し、中村座、
市村座も焼失する。






1809 文化 6 1月 1日、暮れ六つ時過ぎに日本橋佐内町から出火、
本所まで飛び火して夜九つ半時鎮火するが、中村
座、市村座も焼失するなど、大きな被害が出る。




1811 文化 8 2月11日、申の刻に市谷谷町から出火、四谷、麻布、
芝まで延焼。焼失町屋家数 2万、死者は 200 人を超
す。
1812 文化 9 11月 21日、夜五つ時過ぎに浅草龍泉寺村より出火、
吉原遊郭が全焼する。
1813 文化 10 11 月 30 日、子の刻過ぎ、日本橋高砂町より出火、
和泉町、堺町、葺屋町の中村座、市村座及び操り芝
居が全焼、更に乗物町周辺まで延焼する。
1816 文化 13 5 月 3 日、吉原京町一丁目から出火し遊郭が全焼す
る。
5月 3 日の火事で遊郭が全焼し、深川など 4か所に
仮宅ができる。
1817 文化 14 1月12日、暁八つ時に日本橋新乗物町南側から出火、
堺町の中村座、葺屋町の市村座も焼失する。
1818 文政元 10月 17日、浅草山の宿より出火、本所扇橋迄延焼。






1820 文政 3 12 月 29 日、白銀町より出火、本所辺迄焼失。
1821 文政 4 1 月 12 日、上野御山内の火事で、尾張名古屋藩と
加賀金沢藩の鳶人足が口論となる。
1822 文政 5 5 月 4 日、京橋木挽町の森田座の控え櫓だった河原
崎座の楽屋から出火、周辺の町屋が類焼する。
12 月 27 日、竜吐水の活用や、弥次馬禁止などにつ
いて、名主に火事場の取り締まりが命じられる。
1823 文政 6 1 月 12 日、麻布古川より出火、八つ山迄延焼、飛
び火し、品川本宿より鮫洲迄焼失。
12 月 25 日、糀町より出火、山王、赤坂、青山辺迄
焼失。









1825 文政 8 12 月 19 日、亥の刻に日本橋葺屋町より出火、市村
座、中村座が焼失。元大坂町から住吉町、人形町ま
で延焼する。
1827 文政 10 1月 4日、丑の刻に日本橋葺屋町より出火、市村座、
中村座が焼失。人形町、甚左衛門町まで類焼する。
1828 文政 11 2 月 5 日、神田多町より出火、本町辺、鎌倉河岸、
小川町迄延焼失。
定火消しの郭内出火以外の出動が免除される。





5月 8日～ 10 日、諸宗の寺院にて施餓鬼修行あり。











1831 天保 2 火消しの纏が馬簾（ばれん）付きのものになる。





1834 天保 5 2月 7日、午の刻に神田佐久間町より出火、中村座、






4 月 12 日、この 2 月から 1 年間の類焼町々の町会
所積金が免除されることになる。




1837 天保 8 10 月 19 日、吉原江戸町二丁目より出火、遊郭が焼
失する。
1838 天保 9 4 月 17 日、午の半刻に日本橋小田原町二丁目から
出火、幅 9町、長さ 23 町にわたり、日本橋、神田
一帯が類焼する。




1841 天保 12 10 月 7 日、暁七つ半時に日本橋堺町の水茶屋から
出火、中村座、市村座を含む、幅 4町、長さ 5町ほ
どが延焼する。
12 月 18 日、左記の火災のため、江戸三座が浅草猿
若町に移転を命じられる。
1842 天保 13 2 月 3 日、中村座、市村座、森田座が浅草山の丹波
園部藩主小出栄発下屋敷跡に替え地を与えられる。
4月 28 日からこの地を猿若町と称する。
1843 天保 14 4 月 17 日、花火屋玉屋から出火する。 →花火屋玉屋は所払いとなり、浅草誓願寺前に移転
する。
1844 弘化元 5 月 10 日、暁七つ時に江戸城平河門内より出火、
江戸城本丸が焼失する。
5月、再建の御用金が江戸の商人に 8万 5000 両割
り当てられる。
1845 弘化 2 1 月 24 日、丑の中刻に青山権田原から出火、麻布、
白金、高輪海辺まで延焼、武家屋敷 400、町屋 126
町を焼き、多数の死者が出る（青山火事）。
12 月 5 日、吉原京町二丁目から出火、遊郭が全焼
する。
3月 6日、町火消しに水鉄砲を備えさせる。







1854 安政元 11 月 5 日、亥の刻に浅草聖天町より出火、猿若町
の中村、市村、森田座を全焼、本所まで飛び火する。
3月 5日、板橋宿で火薬が爆発、22 日には小山村御
岳の森で、4月 6日には牛込矢来下で、6月 11 日に
は淀橋で火薬の爆発事故が頻発する。
4月 24 日、火薬取り扱い注意の触れが出される。
1855 安政 2 10月 2日、夜四つ時に大地震が発生。死者 3895人、








1857 安政 4 閏 5月、神田龍閑町より元岩井町にいたる火除け土
手が撤去される。
1858 安政 5 1 月 9 日、亥の下刻に浅草猿若町三丁目の森田座よ
り出火、市村座も焼け、聖天町や瓦町まで延焼する。
11月 15日、丑の刻に神田相生町より出火、幅 7町、
長さ 22 町町数　250 余りを焼く大火となり、日本
橋も半焼する。
11 月、神田佐久間町に御救い小屋ができる。








1862 文久 2 11 月 14 日、吉原京町一丁目より出火、遊郭が全焼
する。
10 月、本所火事場見廻り役が廃止される。









1866 慶応 2 11 月 11 日、吉原江戸町一丁目大枡屋から出火し、
遊郭が全焼する。
1867 慶応 3 9 月 14 日、人口が増えたため、3階建て住宅が許可
される。
1867 明治元 5月 15 日、上野の彰義隊を官軍が攻撃する。上野、
下谷、本郷付近に火災が起こり、焼失1200戸に及ぶ。
